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polyssacharide synthesis (cps) gene cluster]が同定さ
れている °。 さらに，血清型2型株については複数株の
ゲノム配列が決定されている。そこで，本研究では 14
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型参照株に加え，14型抗血清と交差反応する 1型およ
び2型抗血清と交差反応する 1/2型の参照株の全ゲノム













較 ・解析は blastプログラム 2)により行い， Artemis




1/2型2株， 1型 2株，14型2株を用いて PCRにより
保有状況を調べた。
研究の概要
(l) cps gene clusterの比較・解析
14型， 1型，および1/2型参照株のcpsgene cluster 
の全長配列を決定し，国際的なデータベース (DDBJ,
DNA Data Bank of Japan) に登録した (cpsl4gene 
動衛研研究報告 第120号， 73-75(平成26年2月）
74 大倉正稔，大崎慎人，為松大輔
1型と 14型のcpsgene clusterについて， さらに解析cluster ; AB737822, cpsl gene cluster ; AB737817, 
cpsl/2 gene cluster ; AB737816)。
cps gene clusterの比較・解析を行った結果， 14型と
1型および2型と 1/2型の塩基配列はそれぞれほぽ一致
しており（図 1),cps gene clusterの塩基配列のみでは





異なる血清型 l型株 (STl株）にも存在しており（図 2)'
この変異が抗原性の相違に寄与している可能性も考えら
れたがその証明にはさらなる解析が必要である。
また， cpsl4およびcpslgene clusterでは cps2およ
びcpsl/2gene clusterの一部の領域（約 7.5kbp)が異
なる配列（約4.5kbp)に置き換わっている構造をして
いた（國 1)。しかし， 1/2型のゲノム配列中には 1型あ













図1.4血清型のcpsgene clusterの比較 (blastnによる比較を ACTにより作図）
青で囲んだ領域がcpsgene cluster。上段からcps1, cps 14, cps2, cps 1 /2 gene clusterを示す。
2株間で相同性がある領域は赤で示されている。
cps1 
Serotype 1 ref. 
Serotype 1 STl 
Serotype 14 ref. 
cps1G-H 
AAAGG :CAATTATTGTTCCTAGACAAAAAAAGTATGGTGAACATGT ゃ→礼AAiTAiTG;:r芍唸ACや四GT~TG~TGや~TG~ TGATCATCAA TGATCATC砧
AAAGGAAA凶凸凶ヽCAATTATTGTTCCTAGACAAAAAAAGTATGGTGAACATGTAAATGATCATCAA
KGKKTI I VPRQKKYGEHVNDHQ 
. 
(Positions in Cpsl4G; 164 a) 87) 
図2.cps14GとcpslG-Hの比較 (blastnによる比較を ACTにより作図）
上段から cpsl,cpsl 4 gene clusterを示す。2株間で相同性がある領域は赤で示されている。
cpsl gene clusterではcps14Gに相当する遺伝子にフレームシフト変異 [Cpsl4G(164アミ
ノ酸）が1型では CpslG(99アミノ酸）と CpslH(39アミノ酸）に］。
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